












































二えば、 「逢坂の関」を越えたとすれば、それは逢瀬があったことになる。また、 「川を渡る」 「下紐を解く」 「床を払う」なども逢瀬を持つ意味になる。さらに、 「逢ふ」 「見る」 「通ふ」 「契る」 「結ぶ」などの語だけでも、初めての契り、初めての逢瀬の意を表すことができた。
この小稿では、これら多様な言い方のうち、 「…初め」という形の用語を検討してみたい。一部を挙げれば、 「見初め」
























































やや多岐になったが、概要を記しておきたい。個別的な検討は次節以降になる。これらの差異は、 「見る」 「逢ふ」 「通ふ」
「行く」 「結ぶ」などの語で、結婚する、契りを結ぶ意になる場合があることによっている。それに応じて多様なのである。
Ａ「見る系」では、 「見る」主体となる男に敬意が入ると「御覧じ初め」に、女を高めると「見たてまつり初め」形にな
る。敬意が男女どちらに向かうかによって、形が変わるのである。両者に敬意が入ると、後に扱う「見初めたてまつりたまひ」という形が取られる。 「逢ひ見初め」は、Ｂ「逢う系」と重なるが、ここは、 「逢ひ初め」の形しかないようである。Ｃ「通う系」は、男 の家に通うこと ら言う場合で、平安貴族社会の婚姻形態が妻問婚（通い婚（であることに拠っている。 こ を丁寧に言えば、 「まかり初め」になる。丁寧語と尊敬語を区別して、前者となるこの「まかり 」は便宜Ｃ「通う系」に入れた。Ｄ「行くの敬語系」の「行く」も「通う」 同じことだ の場合は尊敬語である。Ａ「見る系」の「御覧じ初め」と同じく男に敬意が入るのが前二者「おはし初め」 「おはしまし初め」で、女を高める が「参初め」になる。ただし、入内・入宮の場合は男女が逆になる。Ｅ 結ぶ系」は文字通り ことで 「契り系」としてもいいが、 「契り初め」の用例は少ないので、このよう した。また、便宜ここに 寝初め を入れた。Ｆ「帰る系」も妻問婚に拠っており、男が早朝に女の家から帰ることから言う場合である。
これら用語のほとんどは、女に敬意が入ったにしても、男を主体とする言い方になっている。婚姻形態が男性優位になっ





















する例で、 「たてまつらせたまひ」は、侍女の立場によって夕顔と頭中将の両者を高めている。②は惟光が、舞姫になった娘あての夕霧の文を見る段で、光源氏は見初めた人を忘れなか たという心掟から夕霧の懸想を喜んでいる。ここも敬語が下接し いる。③は女楽後の女性評を光源氏が紫上に語る段で、葵上が最初の妻であることを言っている。紫上に遠慮
六して、葵上には敬意を入れていないことになろう。
いずれにしても、頭中将が少将時代に夕顔と関係したこと、光源氏が契りを交わした愛人たちを見捨てないこと、葵上






























君との経緯は狭衣即位後にも残された絵日記から回想され、その折は⑤にあるように「御覧じ初め」の尊敬語になっている。即位 前後で への待遇を変えているのである。⑥は女二宮 出家を知った狭衣の心内で、密通によった見初め以来の関係が内省されている。引例中の「あさましうは なかりける契り」もその折のことを含み、同 く当夜では「のがれがたき契り」 （巻二・一四二頁
（
とあった。⑦は一品宮との場合で、ここはその身分に応じて敬意が入り「参り初め」に





いかにも、女は え初めぬる人に忘らるる音聞きばかりいみじきことなし。 三 四〇六
⑩は冒頭部分で、主人公たちの母親のうち、源の宰相女に対する語りで、最初の妻であ ことを言っている。⑪は今大






















思ひ初め見初めざりけんいにしへを恋ふにさへこそか はざりけれ（林葉和歌集・恋 ・七 九（
いずれの例も初めて契りを交わした意である。⑫の初句「名取川」は、名を取るということから、 「無き名を取る」 「噂
になる」の意を働かせ、また、当地の景物の「埋れ木」が導かれる歌枕である。そ 早い例がこの歌になる。ここは「逢ひ見初め」の形になっている。 「名取川の浅瀬浅瀬の埋れ木が現 ように、二人の仲があらわになってしまったら、どのようにしようとするつもりで逢い見初めてしまった であろうか」とするもので、秘めた関係で初めて契りを交わしてしまった事情を詠んでい 。契 を交わせば 思いは募り、 「忍ぶ恋」ではいられなくな のを危惧している である。
次の⑬は「逢ひて逢はざる恋」の趣向であろう。和歌の場合は、 「見初め」に「染め」が掛けられることもあり、ここは
九平安貴族の「見初め」とする結婚事例
その例になる。歌は、 「衣を染めるように、逢い始めなければよかったのに。唐衣を裁つではないが、立つのは噂ばかりで、衣を着る夜も男女の仲もないことだ」となろう。結句の「着る なきかな」の「よ」は世と夜の掛詞で、これで「逢はざる」ことを言っている。片桐洋一校注『後撰和歌集』 （新日本古典文学大系、一九九〇・四
（
は、 「見そめずて」に対
して、 「 「そむ」は「…になってゆく」の意。 「見」は男女が顔を見合うこと。深い仲になること」としているが、や り初めて契りを交わす意を汲み取るべきである。また、 「見」は男が を見る意である。なお、この歌は初句「見初めずも」の形で西本願寺本『伊勢集』 収載されているが、男 立場に立った歌なので、伊勢の歌では ことになる。 『後撰集』がよみ人知らずとしているのに従うべきであろう。
⑭は『万葉集』巻四・旧七五〇番歌の異伝歌である。 『古今六帖』の形では、 「思いを絶って侘びしくしてきたものを、
かえってどうして何のつもりもなく逢い見初めてしまったのであろうか」としている。契りを交わしたが故 かえって恋の苦しみがまさり、それ以前の侘びしさ ほうがましだと言うのである 逢い見初め」は ⑫ともども逢って初めて契りをかわしたことを強調 いよう。
⑮は「恋ひ」に「火」を掛けて、結句の「焦がる」を導くのが趣向である。 「言い表しようもわからない恋の火は、あな
たのほうで持っていたのでした 見初め から、こんなにもわた は恋い焦がれてい のですから」となろう。見初めて恋の火を移されたというのである。
⑯は「思ひ初め」があって、 「見初め」があるという段階を示している。 「見初めてしまったが、思い初めていなかった
















逢ひ初めて後ぞあやしき恋衣かへるに色のまさるべしや （月詣和歌集・恋下 五 ・顕昭（
⑷
　























共に詠まれている。 「飾磨」 言えば、 「藍染め」と「逢ひ初め」の掛詞を使用す 定石であった例である。⑷は「わたしの恋は逢い初めをして恋心が増したことだ、 の飾磨の褐色ではないけれど」としている。褐は色が濃いのである。⑸は「初遇恋」の題詠で、 「わた が頼りにならないという なら、飾磨 褐の色をご覧なさい、藍染めで深 色になるように、あなたと 深い愛情になるもの のですよ」となる。⑹ 「飾磨 市 の用法 、 「あらぬ評判が、飾磨に市が立つように、たって ま たこ だ、飾磨の藍染めで いが、まだ逢い初めをするまで な 恋をしているのに」の意となる。 「飾磨 市」 あっても「藍染め」が響くのである。
⑺と⑻は歌枕「藍染川」を詠む例である。 「藍染川」は染川とも言い、早くに『伊勢物語』六一段で「染川を渡らむ人の


















































Ｄ「行くの敬語系」の「おはし初め」 「おは まし初め」 「参り初め」も、和歌での使用がない 前二者は、男へ 敬意を


























るもの。 「おはしまし初め」になって るの 、 「たてまつる」の下接と相俟って内親王であることを高めようとしたからかもしれない。
続編の㊅は、藤原頼通男通房が、同じく頼通養子源師房女の許に通いはじめたこと、㊆は 教通が、禔子内親王死後



































と、 『源氏物語』の「見し折の ゆ忘られぬ朝顔の花 盛りは過ぎやしぬらん」 （朝顔巻・四七六頁
（
の二首が本歌とされ


























公能女忻子が、久寿二年（一一五五（一〇月二〇日に入内した折 後朝の歌である。 「契り」は両様にかかっており、 「万代を契り」で偕老同穴の約束を交わした意が働き、 「契り初 」で初めて契りを交わした意になっている。 「行く久しく共にいようと誓って初めて契りを交わしたその証拠として、早くも今日の夕暮れまでが久 く思われることだ」ということになる。

















㈨は、 「色」 「濃紫」などとあるので、 「初め」は「染め」に掛けられている。詞書に「いみじう恨むれば、時々は聞こゆ
る折もあるはと女の言ふに」とあり、男が女をひどく恨み、時々はその恨みごとが聞こえてくる折もある とですよと女が言って寄こしたので、男が返した歌となる。 「恨めしく思うわた の言 葉に、愛情の色が見え ことがありましょうか、濃紫の色が深く染められているように、私の深い心はあなたと寝初めをしてこそ分かる ですよ」と逢瀬を願うのある。高橋正治『兼盛集注釈』 （貴重本刊行会 一九九三・六
（
は「そめ」に対して、 「 「初め、染め」 、前と違った状態と























いたいものだ」となる。⒞は「後朝恋」 題詠である。 「夜が明けたということで帰り初めを始め 昔に代 る例を今朝は残したいことです ⒟も 、 「今の間の我が身だけに限られて聞こえる鳥の鳴き声を、誰がいやなものとして帰り初めを始めたのであろうか」となる。
後朝にかかわる「帰り初め」は、だいたいこのような詠みぶりであり、昔、朝に帰りはじ た人のことを問題にするよ

































滝沢貞夫 堀河院百首全釈下』 （風 書房、二〇〇四・一一（
（
（
　
拙著『王朝摂関期の養女たち』 （翰林書房、二〇〇四・一一（
